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　今年の暦は「甲辰（きのえたつ）」年、「成功という芽が成長していき、姿を整えていく」というおめでた
い年だそうです。
　京都宅建においても芽吹き、成長し、姿を整えて行ければと考えます。
　京都におきましては、コロナ禍がようやく収束し、昨秋にはインバウンドを始め観光客が戻り大変な
賑わいになりました。
　昨年３月の文化庁の京都移転により、文化、観光、産業、住宅と、ますます京都の魅力が注目される
と考えています。
　京都府下は規制緩和が進みつつあり、住宅の供給を始め、事業用不動産においては、第二名神など道
路インフラの整備に伴い、物流施設、工場・事業所の誘致の話が多く聞かれます。
　社会生活においては、テクノロジーが進化し、チャットGPTが話題になるなど、ますますIT化が進ん
でいます。AIへの対応も重要になってきます。
　一方で不動産価格の地域格差も広がりつつあります。また空き家率も上昇、大手不動産や他業種から
の参入や、M＆Aも増えてきています。
　会員の高齢化や事業継承の課題もあります。
　このような諸問題について、各支部の地域の特色も鑑みながら、取り組んでいかなければと考えてお
ります。
　京都宅建におきましては、会員の皆様からは、「入ってよかった、京都宅建！」、消費者の皆様からは「あっ
てよかった、京都宅建！」のキャッチフレーズのもと、研修会を通じて会員の皆様の一層の資質向上を図
り、リアルな交流会を通じて会員相互のコミュニケーションを深めてまいりました。
　昨年は、重点事業として京都宅建のブランディングに取り組みました。
　消費者の皆様に対して、クロスメディアブランディングを行い、一層、京都宅建の認知度の向上を図っ
ております。
　ブランディングの一環として京都宅建のＰＲ動画を作成いたしました。テレビや映画館などでご覧に
なった会員の方もおられると思いますが、出演者はほぼ会員と従業員の皆様で、ロケ場所も会員にご協
力いただき、オール京都宅建で撮影いただきました。
　そして、この１月からは初めての試みとして、ユーチューブで情報を発信していきます。皆様も「京都
宅建チャンネル」で検索いただき、是非、チャンネル登録、高評価をお願いいたします。
　結びにあたりまして、
　本年が会員皆様にとりまして、2024年がより飛躍の年となりますよう心より祈念申し上げ、年頭のご
挨拶とさせていただきます。

　明けましておめでとうございます。府民の皆さまにおかれましては、つつがなく新しい年をお迎えの

こととお慶び申し上げます。

　昨年を振り返りますと、まず新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症に変更

され、世の中が少しずつ日常を取り戻しました。長きにわたり感染防止対策にご協力いただいた府民の

皆さま、そして、医療従事者をはじめ関係の皆さまに、心から感謝と敬意を表します。そして、明治以

来中央省庁で初となる文化庁の京都移転が実現しました。千年にわたる歴史と文化が日々の生活に息づ

く京都で国と協力して新しい文化政策を創り上げることは、京都のみならず日本全体の地方創生推進に

向けての大きな一歩であり、私たちは着実に新たな歴史の扉を開けつつあります。

　「進まざる者は必ず退き、退かざる者は必ず進む」。これは、明治時代に活躍した啓蒙思想家・福沢諭

吉の言葉です。目まぐるしく社会が変化を続ける現代において歩みを止めることは、後退するに等しい

かもしれません。しかし、時代の変化を柔軟に受け容れながら、受け継がれてきた伝統に常に新しい息

吹を吹き込む営みは、これまで京都が脈々と続けてきたことであり、これからも京都が担っていくこと

です。時には歩みを止めて振り返ることも必要ですが、社会が歴史的な転換点を迎えている中、小さな

歩みを積み重ねて大きな前進につなげ、新しい価値を常に生み出し続け、活力にあふれ誇りの持てる京

都づくりを進めてまいります。

　来年には、いよいよ大阪・関西万博が開幕します。新名神高速道路も全線開通に向け、着実に整備が

進められております。私たち京都が得意とする交流の力を発揮して、多くの人、企業、文化の「新しいつ

ながり」を創り、伝統と革新を融合させながら、未来の京都を担う人や企業を育て、文化を創ってまいり

ます。そして、「文化の都・京都」を世界に発信しながら、世界の人たちを京都府全域でおもてなしした

いと考えております。

　今年は辰年です。雲を払い、蒼天に向かって昇っていく龍のように、私たちに託された京都の未来に

向けて、京都府総合計画に掲げた一つ一つのプロジェクトを大きく動かしてまいります。

　今年一年の皆さまのご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げ、新年のごあいさつといたします。
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